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バルノック PMについて (14)

［厚物加硫における均一加硫性(2)]

前回I)' 高硫黄配合（硫黄 1.5phr配合）にバル

ノック PM(N, N'-mーフェニレンジマレイミ

ド）を併用した配合物の長時間加硫挙動について

紹介した．その結果，高硫黄/CZ加硫では 140℃

以上の加硫温度で加硫戻りが大きいが， PMとの

併用により 140℃の加硫温度で長時間加硫しても

ほとんど加硫戻りしないことが認められた．今回

は，前回に引き続き，加硫ゴムの特性について紹

介する．

表 1の配合に基づき，表 2に示す高硫黄ー加硫

促進剤(CZ又は CZ/DM)とPMの併用におい

て， 140℃の加硫温度で長時間加硫した場合の加

硫ゴムの特性を表 2に示し，長時間加硫における

引張応力の変化（保持率）を図 1に示した．長時間

加硫では，高硫黄/CZ加硫（配合 No.1)は引張

応力の低下が大ぎいが， PMを併用（配合No.

2)することにより引張応力の低下が改善できる．

高硫黄/CZ/DM加硫に PMの併用（配合 No.3 

-5)では，さらに引張応力の低下が改善され，

且つ耐圧縮永久ひずみ性が良好となる. CZと

DMの配合量は， CZを少なく DMの多い配合が

有効（配合 No.5)であることがわかる．これは，

PMが DMの作用によってマレイミド架橋の形

成が著しく促進したためと考えられる. 70℃, 70 

時間の熱老化試験では高硫黄/CZ加硫ゴム（配合

No. 1)と高硫黄/(CZ又は CZ/DM)/PM加硫ゴ

ム（配合 No.2 -5)共に同程度の耐熱性を示し

たが，長期熱老化では PM併用のほうが耐熱性

が改善できると考える．以上の結果から，高硫

黄/CZ/DM加硫において PMの併用は加硫ゴム

の物性の低下が小さく，大型の加硫ゴムの長時間

加硫に有効である．

表1 配合
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図 1 長期加硫における PMの効果(140℃)
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ここに記載した内容は，細心の注意を払って行

った試験に基づくものでありますが，結果をすべ

て確実に保証するものではありません．

表 2 加硫ゴムの特性
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圧縮永久ひずみ試験4)100℃, 96時間， 25%圧縮，大型試験片使用 (tc(90)Xl.5(分）加硫ゴム）

C, (%) I 27 I 24 I . 22 I・21 I 18 

1) JIS K 6257に準拠， M,oo及び M,o。の（ ）内は tc(90)><1.5(分）加硫ゴムに対する保持率（％）を

示す. 2) JIS K 6253に準拠，タイプAデュロメータ使用 3)JIS K 6257に準拠，（ ）内は tc

(90)Xl.5(分）加硫ゴムに対する変化率を示す．但し HAは変化を示す. 4) JIS K 6202に準拠
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